







































































































































後期 (約3500年前)の櫛 ･耳飾 りと晩期 (約
2500年前)の指鮪がそれで､当時の人々の装
いを考えるうえで貴重な資料です｡
櫛は頭の一部と歯のほとんどが欠損 してい
ますが､板状の木材から菌を刻み出して形づ
くり､赤漆を塗って仕上げてあります｡縄文時代
の櫛は髪をすくというよりは髪飾り､髪を留める
道具でした｡耳飾 りは素焼きの土製で中央部がや
やくびれた鼓状の形をしており､耳たぶにあけた
孔に軟め込んで使用したものです｡これも赤 く彩
色されていて､うち1点は赤漆を用いていること
がわかります｡指輪は石製で断面かまぼこ形､つ
まり現代の結婚指輪に酷似 した形ですが､女性の
小指にようやく入るほどの大きさです｡これは全
国でも出土例がほとんど知られていません｡
精巧なつくりの櫛といい漆の使用といい､縄文
人はすぐれた工芸技術を有 しており､現代人が想
像する以上の洗練された美的センスをもっていた
ようです｡
展示会のお知らせ
今秋､岡山大学構内で発掘された土器や石器
を中心に展示会を行います｡大学の地下に眠る
歴史のひとこまを御覧いただく機会を持ちたい
との思いで企画しました｡詳 しい日時は後日お
知らせ します｡御期待下さい｡
表紙写真説明
大学院自然科学研究科棟新営予定地､1号貯蔵穴
には珍 しいことに ドングリの実が入った完形の深鉢
形土器が残されていた｡土器の表面には煤が厚 く付
着 しており､何度も火にかけられていたようだ｡ ド
ングリを調理する際にも使用されたのかもしれない｡
縄文時代後期後半彦崎Kn式｡器高､目線径ともに
33cm｡
